
令和５年度 親子を対象としたぬまづの宝をめぐるイベント開催業務委託 公募仕様書 

 

１ 業務名 

令和５年度 親子を対象としたぬまづの宝をめぐるイベント開催業務委託 

 

２ 本事業の目的 

  沼津市制施行 100 周年記念事業として、沼津市に暮らす親子を対象に、まだ知らない

地域の宝を知る体験イベントを開催することで、家族との思い出や地域の宝に直接触れ

るきっかけとなり、沼津の魅力を再確認し体験したことが次世代につながるように未来

を担う子どもたちへ届けるイベントを開催する。 

 

３ 履行期間 

契約締結日から令和６年３月 29 日まで 

 

４ 業務内容 

（１） イベントの開催 

沼津市に暮らす親子を対象に、まだ知らない地域の宝を知るきっかけとして、沼津市

内を親子で体験できるイベントを実施する。 

  また、新たに決定した「100 選」の周知も図るため、新ぬまづの宝を取り入れたイベン

トを１回以上企画し開催すること。 

 

① 開催時期：令和５年９月から令和６年３月までの間で全５回 

      なお、開催日は土日、祝日とする（ただし長期休暇期間も可能とする） 

② 参加人数：１回につき 10～15 組、30 名程度 

③ 対象者 ：沼津市に暮らす親子で、小学校３年生まで 

④ 事業実施：イベントは１回毎の完結型とすること 

⑤ イベントの中止：災害、悪天候その他の事由によりイベントを中止にする場合は、

申込者に速やかに連絡すること。また、中止等によりキャンセル料が発生しないよ

う計画に留意すること。詳細は委託者、受託者協議するものとする。 

 

（２） 事業の周知 

  事業に関する周知については、受託者が行うこととするが、必要に応じて委託者も協

力する。 

 

（３）申し込み受付事務 

  ・受託者は、事業の参加を希望する者から連絡を受け、申込みの受付を行う。 



  ・申込方法については、申込みしやすい方法を選択すること。 

  ・対象者以外の者から申し込みがあった場合は、市子育て支援課担当者に相談するこ

と。 

 

（４）その他 

・受託者は、開催可能日と併せて開催場所についても企画提案書に記載すること。 

開催場所については、利用可能かどうか確認（仮予約）の上記載すること。 

・開催場所は沼津市内とし、参加しやすい場所を設定すること。 

・貸切バスを利用する場合は、安全性、快適性が担保できることを条件に受託者が手

配すること。また、バス借上料は委託料の中に含むこととする。 

・施設使用費は受託者が支払うこと。 

なお、地区センター等の市施設を使用する場合は、本予約・利用・減免について市

子育て支援課が申請を行うこととする。 

ただし、減免の上生じた使用料については受託者が支払うこと。 

・参加者から使用料金の徴収は行わない。 

  ・材料費等の実費が生じる場合は、予定金額を企画提案書に記載すること。また、実

費については、参加者が直接会場等で受託者に支払うこととする。 

  ・実費については、なるべく負担が少ないように工夫をすること。 

 

５ 成果品及び支払  

（１） 成果品 

① 委託業務完了届（市指定様式） 

② イベント開催業務実績報告書 

③ 参加者名簿 

※①～③は、委託業務完了届とともに、イベントの内容、記録写真も添えて書面及び

データで提出するものとする。 

（２） 支払 

委託料は、全額を完了払いとする。 

  なお、受託者から適正な請求を受けた日から 30 日以内に支払う。 

 

６ その他 

（１）本業務の遂行に当たっては、委託者である市と連携を密にし、疑義が生じた場合は、

委託者、受託者双方が協議の上、これを処理する。 

（２）本業務により得られたデータ及び成果品は委託者に帰属するものとし、委託者の許

可なく他に使用あるいは公表してはならない。 

（３）著作権、肖像権等、他の個人・団体等の権利を侵害しないよう十分留意すること。 



（４）受託者は、業務の実施にあたり、「個人情報取扱特記事項」を遵守し、業務上知り得

た秘密を漏らしてはならない。 

（５）本業務の遂行に当たって、受託者と対象者との間の苦情、トラブル等が発生した場

合は、受託者が迅速かつ誠実に対応すること。対応が困難な苦情等が発生した場合は、

迅速に沼津市に報告し、対応を協議すること。 

（６）本事業実施により、故意または過失により第三者に損害を与えた場合は、受託者が

賠償責任を負うことになるため、受託者は、契約締結後速やかに、本事業に係わる損

害保険等に加入しなければならない（イベント参加者やスタッフ等に対するケガ等に

対する補償も含む）。 

（７）この仕様書に定めない事項については、委託者、受託者双方の協議の上、これを決

定する。 

（８）新型コロナウイルス感染症等の流行に注意しながら、事業実施すること。 

併せて、予防対策を講じながら業務を遂行すること。予防対策にかかる費用について

は、受託者が負担すること。 


